
事 項 ｜ 「つがるロマン」の生育量・葉色値による倒伏軽減剤の利用法

水稲品種「つがるロマン」は耐倒伏性が不十分なことから、施肥基準や追肥の

栄養診断等を策定し指導してきている。 しかし、施肥管理の不徹底等から一部の

ね ら い ｜ほ場では部分的な倒伏が見られ、食味・品質の低下を招いている事例がある。

そこで、このようなほ場における応急的な倒伏防止対策として生育・栄養診

断に基づく倒伏軽減剤の利用法について成果が得られたので、参考に供する。

1 幼穂形成期及び減数分裂期に草丈×茎葉×葉色値（cm・本／m2 • SP AD-502) 

を求め、倒伏程度「微」以下にするため下表により倒伏軽減剤の利用を診断

する。

診断時期
追肥限界

草丈×茎数×葉色値

追肥中止で倒 ｜ 倒伏軽減剤
伏軽減可能な ｜ 利用範囲
範囲

倒伏軽減剤の
効果が期待で
きない

導 I 6 11.4×106以上 I 1. 5×106以上 ｜ 
幼穂形成期 I1.4×10未満 ｜ I I 2.1×106以上

｜ ｜～1. 5×106未満 ｜～2.1×106未満｜

1.3×106以上 I o 
自 I 1. 9×10°以上

～1. 9×10°未満｜

注） 1 診断時期は、倒伏軽減剤の使用時期ではないので注意する。
2 追肥限界の数値1.4×106は、「つがるロマン栽培マニュアル」の幼穂形
成期及び減数分裂期に追肥できない生育量（草丈×m2当茎数： 35,000)
と葉色値（SPAD-502: 40）を掛けた数値である。

減数分裂期 1.3×106未満

参

考

2 幼穂形成期の草丈×茎数×葉色値（cm・本／m2• SPAD-502）が2.1×106以

上、減数分裂期で1.9×106以上では倒伏軽減剤の効果が期待できない場合があ

る。

3 倒伏軽減剤の利用により倒伏が軽減・防止されても収量の増加は認められ

ない。
内

4 倒伏軽減剤の利用に当たっては、「農作物病害虫防除等基準」の各薬剤の使

用時期、使用量、処理法、使用回数等を遵守する。
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「つがるロマン」の過剰生育の倒伏防止が可能となり、良食味・高品質米生
期待される効果｜

産に寄与できる。

利用上の注意事項 ｜「つがるロマン」の過剰生育による倒伏防止の応急的対応技術として利用する。
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